
 冬の遊歩道沿いでは、葉を落とした樹木が春を迎える準

備をしています。冬芽の形や色は種類によってさまざまで

す。また、木の幹や枝先をよく見てみると、樹木と共に生

活する生きものやその生活の痕跡を見つけることができま

す。 

 今回は、普段気にすることのない木をじっくり観察し、

木の種類ごとの特徴や、木を利用する生きものを観察して

みましょう。 

▲ハンノキの枝先の花穂。 



てがたんルートの樹木観察 

昆虫・クモ 

コケ類・地衣類 

冬の樹木を利用する生きもの 
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ハンノキ サルスベリ 

ムクノキ 

カツラ 

チャミノガ オオカマキリの卵のう 

イラガの繭 

木の幹に生えているコケ類や地衣類を探してみましょう。 
また、これらが多く生えている木とそうでない木を比べてみましょう。 

木の枝先や葉の表面などを探すと、昆虫やクモの卵やさなぎなど、 
木を利用して冬を過ごす姿が観察できます。 

コケ類 地衣類 

博物館周辺や、手賀沼遊歩道で見られる樹木の冬芽を観察してみま
しょう。花や果実が残っている種類もあります。 

主芽 

副芽 

クモの仲間の卵のう 


